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プログラム

8月6日（土）
第1会場（Channel 1）

ランチョンセミナー1 11：30～12：30

座長：外山　聡（新潟大学医歯学総合病院 教授・薬剤部長）

ジェネリック医薬品採用への取り組み 
～琉球大学病院での医薬品安定供給について～

中村　克徳（琉球大学病院 薬剤部 教授・薬剤部長）

共催：日医工株式会社

開 会 式 13：00～13：10

大会長講演 13：10～13：40

座長：中村　克徳（琉球大学病院 薬剤部 教授・薬剤部長）

ジェネリック医薬品の「当たり前」を確保する

外山　聡（新潟大学医歯学総合病院 教授・薬剤部長）

基調講演1 13：50～14：50

座長：武藤　正樹（社会福祉法人衣笠病院 グループ相談役）

後発医薬品及びバイオシミラーの国内普及と安定供給における課題

安藤　公一（厚生労働省 医政局 医薬産業振興・医療情報企画課 課長）

基調講演2 15：00～16：00

座長：外山　聡（新潟大学医歯学総合病院 教授・薬剤部長）

日医工ジェネリック医薬品の「当たり前」を確保し、 
さらなる高品質を目指して

今井　啓二（日医工株式会社 執行役員 製剤技術本部 副本部長）
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シンポジウム1 16：10～17：40

座長：武藤　正樹（社会福祉法人衣笠病院 グループ相談役）

［ 後発医薬品信頼回復へ向けて ］

S1-1 開局薬局の立場から現状の後発医薬品不足の現状について報告

岩月　進� 一般社団法人 愛知県薬剤師会 会長

S1-2 日薬連の立場として業界の取り組みを報告

三浦　哲也� 日本製薬団体連合会 安定確保委員会 委員／ 
日本製薬団体連合会 GEロードマップ対応 PJリーダー

S1-3 「ジェネリック医薬品の信頼回復」に向けた 
日本ジェネリック製薬協会の取り組みについて

田中　俊幸� 日本ジェネリック製薬協会 広報委員会 委員長

S1-4 後発医薬品の品質確保・安定供給に関する課題と対策について

千葉　祐一� 厚生労働省 医政局 医薬産業振興・医療情報企画課  
医療用物資等確保対策推進室 室長補佐

第2会場（Channel 2）

理事会・評議員会 10：20～11：15

ランチョンセミナー2 11：30～12：30

座長：笹原　浩康（新潟大学医歯学総合病院 薬剤部 副部長）

関節リウマチの治療と妊娠・出産の両立をめざしたマネジメント 
～バイオシミラーへの期待～

舟久保　ゆう（埼玉医科大学 リウマチ膠原病科 教授）

共催：あゆみ製薬株式会社
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スポンサード教育講演2 15：00～16：00

座長：佐藤　宏（新潟県厚生農業協同組合連合会 長岡中央綜合病院 薬剤部長）

大学病院におけるバイオシミラー導入の実際 
～群馬大学医学部附属病院における BS の導入事例～

大島　宗平（群馬大学医学部附属病院 薬剤部 薬剤主任）

共催：日本化薬株式会社

スポンサード教育講演1 16：10～17：10

座長：渡部　学（医療法人恒仁会 新潟南病院 薬剤部 薬剤部長）

がん治療の多様化と Pharmaceutical Care の変遷 
～医療経済学的視点からの考察～

吉野　真樹（新潟県立がんセンター新潟病院 薬剤部 薬剤科長）

共催：第一三共株式会社
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8月7日（日）
第1会場（Channel 1）

シンポジウム2 10：10～11：40

座長：義若　博人（日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会評議員 原薬分科会担当）

［ ジェネリック医薬品原薬の品質・安定供給の課題と今後の取り組み ］

S2-1 ジェネリック製薬企業の原薬の品質・安定確保の取り組み

川俣　知己� 日新製薬株式会社 代表取締役社長、日本ジェネリック製薬協会

S2-2 原薬製造業企業の安定供給への取り組みと問題点

桂　良太郎� 桂化学株式会社 代表取締役社長、日本医薬品原薬工業会

S2-3 原薬輸入商社の安定供給への取り組みと問題点

藤川　伊知郎� 藤川株式会社 代表取締役社長、一般社団法人日本薬業貿易協会

ランチョンセミナー3 11：50～12：50

座長：佐藤　信昭（新潟県立がんセンター新潟病院 院長）

乳癌患者さんの経済的負担からみるバイオシミラーへの期待

原　文堅（がん研究会有明病院 乳腺センター乳腺内科 副部長）

共催：セルトリオン・ヘルスケア・ジャパン株式会社

総　会 13：00～13：30

品質情報検討会報告 13：45～14：45

座長：四方田　千佳子（神戸薬科大学 客員教授）

ジェネリック医薬品品質情報検討会の活動内容について

吉田　寛幸（国立医薬品食品衛生研究所 薬品部第一室 室長）
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第2会場（Channel 2）

シンポジウム3 10：10～11：40

座長：小山　信彌（東邦大学 名誉教授、一般社団法人 日本私立医科大学協会 参与）

［ バイオシミラーの普及促進に必要なこと ］

S3-1 バイオシミラー導入への取り組みと導入後のモニタリングの重要性

池田　龍二� 宮崎大学医学部附属病院 教授・薬剤部長

S3-2 バイオ後続品製剤の品質評価に関する検討　（ライブ配信のみ）

柴田　寛子� 国立医薬品食品衛生研究所 生物薬品部 第二室長

S3-3 バイオシミラーを取り巻く課題と今後への期待

名護屋　亮英� 日本バイオシミラー協議会 代表委員会副委員長

ランチョンセミナー4 11：50～12：50

座長：大塚　進（日本大学医学部附属板橋病院 薬剤部 薬剤部長）

ジェネリック医薬品に関する臨床薬理学的話題

牧野　好倫（  埼玉医科大学国際医療センター がんゲノム医療科 教授／ 
薬剤部 部長／臨床研究適正推進センター 室長）

共催：光製薬株式会社

スポンサードシンポジウム4 13：30～15：00

座長：西澤　健司（東邦大学医療センター 大森病院）

［ 地域フォーミュラリーの現状と課題  ］

S4-1 新潟県フォーミュラリー　現状と課題　展望について 
～5-HT3受容体拮抗型制吐剤を例に～

山本　剛� 新潟県厚生農業協同組合連合会 上越総合病院 薬剤部長

S4-2 地域フォーミュラリーを考える 
～フォーミュラリーに何を求めるか～

市橋　孟� NTT東日本関東病院 薬剤部 医薬品情報室 室長

S4-3 フォーミュラリ推進の課題を作成・導入事例から考える

木村　利美� 順天堂大学医学部附属順天堂医院 薬剤部 部長

共催：ニプロ株式会社
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オンデマンド配信　8月13日（土）～9月3日（土）

一般演題 

O-01 ダビガトランエテキシラート新規製剤の開発における 
生物学的同等性と胃内 pH上昇が曝露に及ぼす影響の重要性

中山　大輔�  日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 医薬開発本部  
プライマリーケアメディシン 循環器代謝内分泌領域2

O-02 アセトアミノフェン静注液500 ㎎製剤の必要性に関する検討

中田　明代� 京都中部総合医療センター

O-03 バイオシミラーへの切り替えの患者の受け入れに影響を与える要因因

平田　一耕� 医療法人鉄蕉会 亀田ファミリークリニック 薬剤室、 
医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部

O-04 関節リウマチ（RA）に対するバイオシミラー（インフリキシマブ BS）の 
有効性と安全性

森　俊輔� 国立病院機構 熊本再春医療センター

O-05 ジェネリック医薬品の不信感が依然残るが、今の医療従事者の認識を確認したい

小泉　達勇� ド）小泉ジェネリック医薬品情報研究所

O-06 週刊誌の報道が正しいか検証してみた

小泉　達勇� ド）小泉ジェネリック医薬品情報研究所


